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波動光学の波跡と光線の関係 [1]を電子のクーロン散乱の波跡と古典軌道に応用する。球面座標で

の表題の波動関数は分離実定数 E, νを使ってよく知られた形 e−iEt/ℏR(r, E, ν)Yν(θ)に書ける。　　

波跡はこれらの波動関数から [1]に倣って導く。結果を纏めると、波跡は E, ν + 1/2で、古典軌道

は E, ks、k =
√

2mE/ℏ、s:衝突径数で決まる。m:電子質量、ksは角運動量。ν + 1/2 ≫ 0で ks ≫ 0

である場合はそれぞれの波跡と古典軌道は略一致している。核電荷 Z = 6による散乱電子の ν = 0

の波跡のエネルギー E による違いは図 1aに、エネルギ E = 1keV の電子の波跡の散乱角 (1)の

ν + 1/2による変化と古典軌道の散乱角の ksによる変化を図 1bに示す。
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 , ℑ:虚部, ψ:プサイ関数. (1)

図 1の結果から入射束内の限界散乱角 |θsc(ν = 0)|はエネルギーが小さくなるほど πに近づく。こ

れは超低加速電圧 SEMによる極表面観察 [2,3]の新しい解析に寄与する。
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(a) Wavelet trajectories of ν = 0 with energy be-
tween 50eV and 2000eV.

(b) Scattering angle vs ν + 1/2 and one vs ks for
classical orbit.

Fig. 1: Scattering trajectories of ν = 0 for various energies and scattering angles vs angular momentum
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